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   「いろは」は、かな文字 47 の手習い唄として江戸時代まで全国に流通していたが、そ

の仏教色が嫌われて、明治時代からは直接「50 音図」が取り入れられた。しかし平安時

代から室町時代までは、「あめ つち 48 音詩」も広く用いられていた。両者の相違につい

て国語学ではふみこめなかった点を、西洋言語学の原則から考察してみます。 

１、重複音なしの歌 
① 1903 年、新聞「万朝報」が今様「国音の歌」を公募したところ５ｹ月で一万件以上が 

集まった。 入選１位は「とりなくこゑす」、19 位「貧窮問答歌もどき」 
②「以呂波」；12 世紀初には現在の解釈が文献に出てくる 
③「あめつち」；10 世紀半ばに源順が「あめつち四十八首；沓冠法」を載せているが、 

解釈は江戸時代のもの。 
「あらさじと うち返すらむ 小山田の 苗代水に ぬれて 作るあ」 

以下全４８首 
④『口遊；970 年』；「阿女都千保之曾 48 音」「大為尓伊天 46 音」を所収 
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２、エチケットでいう「TPO」、読解でいう「文脈」、作文でいう「5W1H」 
TPO；手習い歌 ⇔辞書の索引 
文脈；春夏秋冬思恋（８＊６＝４８）⇔ 仏教思想の普及（７＊７＝４７＋２） 
5W1H；⇔ 正数８（何を、いつ・どこで、だれが・だれに・どのよう どうした・なぜ）  
何を いつ どこで だれが だれに どのように どうした なぜ 
あめつち 古今集後 権門 かな字学 初学徒 漢詩モデル つくった ？ 
いろは 新古今集後 宗門 語彙学 中学徒 誦文モデル つくった ？ 
 
漢文・対句 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
技術･合理性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文脈；春夏秋冬思恋 

かな字 現代語 外延 内包 

あめつち 雨・土 動体・終点 天為 

ほしそら 干し・空 干し物・自然環境 人為 

やまかは 山・側 中高・側面 測地 

みねたに 峰・谷 分水嶺・出水域 治水 

くもきり 雲・霧 外部認識･内部認識 移動 

むろこけ ムロ・苔 人工環境・出来物 変化 

ひといぬ 人・犬 殿上人・地下人 男社会 

うへすゑ 上・末 上臈・お末 女社会 

ゆわさる 訷わ・ざる 未然・連体 決意・無為

おふせよ 訷わおふ・訷わせよ 自発・命令 行為 

えのヱを 兄の・衛ヲ 所有格・対格 空間関係

訓
詁 

なれゐて 衛ニなれ・衛デゐて 実現・維持 時間推移

あめ つち ほし そら 
かな字 

やま かは みね たに 

天 地 玄 黄 
千字文 

宇 宙 洪 荒 

復元語源 天于 土由 玄亥･洪水 黄寅・曠荒 

義 ↓ ↑ 黄寅・玄亥 洪水・旱魃 

対語 雨･土 干し・空 山・川 峯・谷 
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訓話；中等教育の知識を総動員して平安中期の生活風景を浮かび上がらせる 

１ 春 雨が土にしみこみ芽がいっせいに出てくる 天為 ↓ ↑ 

  一日が長くなり干し貝作業もすすむ 人為 ↑ ↓ 

２ 夏 山を拓きカタハラに草木を植える 人為 農耕 

  怖いのは龍神さま、洪水よ 天為 水神 

３ 秋 秋の長雨、雲霧はれぬ憂き 天為 日神 

  室では酒造り、麹を醸せば鱗がういてくる 人為 醸造 

４ 冬 収穫のおふるまい、飲めや唄への人と犬との無礼講 男 はれ 

  ご馳走つくり、機織と、上もお末も女たちは大いそがし 女 け 

５ 思 訷わざる；人は黙って考える 思考 知 

  訷わおふとは自らの意志、訷わせよとはお上の意思 行為 意 

６ 恋 兄の衛を慕う 思慕 情 

  兄の衛になれ、兄の衛でゐて 暮らし のぞみ 

 
３、なぜ？ 

本来は科学の解決すべき課題ではない。だが、知りたい！ 
ならば、できるだけ多面的なアプローチを試みるべき。 
① 外への連関； ●『千字文』→ 宇宙観 

◎ 阿女都千 vs 安女川知 
② 内での関連； ●『宇津保物語；あめつちそ』→水神信仰 

◎ あめつち→十め・め・つ・つ十 
   ③先行研究の方法論  

ゲシュタルト心理学「富貴卑賤は同源」⇔「凸凹同源」 
幸田露伴「音幻」； フンボルト 
柳田国男「周圏分布」；ボアズ 

       折口信夫「逆語序」；ソシュール 
       暗号論 「小倉百人一首；織田正吉、林直道」  
④訓詁学の再構築；『かなづかい入門 p136；白石良夫』 

天地玄黄  宇宙洪荒 

日月盈昃  辰宿列張 

寒来暑往    秋収冬蔵 

閏余成歳    律呂調陽 

雲謄致雨  露結為霜 

金生麗水  玉出崑崗 

剣号巨闕  珠称夜光 

菓珍李奈  菜重芥薑 

海鹹河淡  鱗潜羽翔 

竜師火帝  鳥官人皇 

始制文字  乃服衣装 

推位譲国  有虞陶唐 
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日本語の歴史；山口仲美 

図；凸凹同源 

 




